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「
廣
池
千
九
郎
と
福
澤
諭
吉
は
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
」、
こ
う
し
た
問

い
に
つ
い
て
、
こ
こ
数
年
研
究
し
て
い
ま

す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
両
者
は
大
分
県

中
津
市
の
出
身
で
あ
り
、
共
に
私
塾
を
創

立
し
た
人
物
で
す
。
し
か
し
、
両
者
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
。

さ
て
、
本
誌
の
平
成
二
十
四
年
七
月
号

に
は
、
ま
ず
両
者
の
接
点
に
つ
い
て
書
き

表
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
廣
池
と
福
澤

と
の
間
に
直
接
の
面
識
は
な
く
、
間
接
的

な
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

間
接
的
な
接
点
と
は
、
廣
池
が『
中
津
歴

史
』（
明
治
二
十
四
年
）を
福
澤
に
送
り
、
福

澤
が
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
こ
と
は
史
料
か

ら
確
認
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
廣
池
は
福

澤
本
人
で
は
な
く
、
福
澤
門
下
の
慶
應
義

塾
関
係
者
、
そ
の
中
で
も
中
津
出
身
者
と

少
な
か
ら
ざ
る
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と

も
分
か
っ
て
い
ま
す（
小お

幡ば
た

篤と
く

次じ

郎ろ
う

、
朝あ

さ

吹ぶ
き

英え
い

二じ

、
鎌か

ま

田た

栄え
い

吉き
ち

、
和わ

田だ

豊と
よ

治じ

、
本も

と

山や
ま

彦ひ
こ

一い
ち

）。

次
に
、
両
者
の
比
較
研
究
を
通
じ
て
、

こ
れ
ま
で
分
か
っ
た
こ
と
を
書
き
表
し
ま

す
。
例
え
ば
、
廣
池
の
最
初
の
刊
行
物『
新

編
小
学
修
身
用
書
』（
明
治
二
十
一
年
）
は
、

「
実
業
」と「
学
問
」を
兼
ね
愛
す
る
人
材
養

成
を
目
的
と
し
て
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
道
徳
教
育

用
の
テ
キ
ス
ト
で
し
た
。
一
方
で
、
福
澤

の
代
表
作『
学
問
の
す
す
め
』（
明
治
十
三
年

合
本
）に
は
、
文
字
通
り
近
代
社
会
に
お
け

る
学
問
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
で
福
澤
は
学
問
を
文
字
の
読
み

書
き
そ
ろ
ば
ん
と
い
っ
た
日
常
生
活
で
役

立
つ「
実
学
」と
捉
え
て
い
ま
す（
も
と
も
と

『
学
問
の
す
す
め
』初
編（
明
治
五
年
）は
、
廣
池
も

学
ん
だ
慶
應
義
塾
の
分
校
と
も
い
う
べ
き
中
津
市

学
校
に
学
ぶ
青
年
に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
し

た
。
ま
た
、『
新
編
小
学
修
身
用
書
』巻
之
一
の
第

十
七
に
は「
身
の
運
動
を
怠
る
べ
か
ら
ず
」と
し
て

福
澤
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
）。

ま
た
、
廣
池
は『
道
徳
科
学
の
論
文
』（
昭

和
三
年
）の
中
で
、「
真
の
知
識
は
道
徳
と
一

致
す
る
」と
し
て
、
真
の
知
識
は
必
ず
道

徳
を
含
み
、
真
の
道
徳
は
必
ず
知
識
の
基

礎
の
上
に
立
つ
と
い
う「
知
」と「
徳
」の
関

係
を
、「
知
徳
一
体
」と
い
う
言
葉
を
用
い

て
説
明
し
て
い
ま
す
。

福
澤
の
も
う
一
つ
の
代
表
作『
文
明
論

之
概
略
』（
明
治
八
年
）の
第
六
章（
全
十
章
）

は
、「
智
徳
の
弁
」と
い
う
章
題
で
す
。
そ

こ
で
福
澤
は
、
徳
は
智
に
依
り
、
智
は
徳

に
依
り
、
無
智
の
徳
義
は
無
徳
に
均
し
い

と
述
べ
、「
智
」「
徳
」の
両
方
が「
文
明
」の

進
歩
に
必
要
で
あ
り
、「
有
智
有
徳
」の
人

を「
文
明
」の
人
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
廣
池
と
福
澤
は
、
学

問
や
道
徳
と
い
っ
た
共
通
の
思
想
的
課
題

に
向
き
合
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
応

答
に
は
関
連
や
異
同
が
見
て
取
れ
る
の
で

す
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
廣
池
と
福
澤
に

つ
い
て
の
比
較
研
究
は
、
近
代
日
本
に
お

け
る
学
問
観
や
道
徳
思
想
の
特
質
を
探
る

比
較
研
究
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

廣
池
千
九
郎
と
福
澤
諭
吉
の
関
係
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
令
和
元
年
十
一
月
二
十

九
日
か
ら
十
二
月
一
日
に
廣
池
千
九
郎
中

津
記
念
館
で
開
催
さ
れ
る「
廣
池
千
九
郎

研
究
講
座
」（
テ
ー
マ「
大
分
の
伝
統
と
モ
ラ
ロ

ジ
ー
」）に
て
、
筆
者
が
報
告
し
ま
す
。

研究の
現場から
道徳科学研究センターの

研究動向

廣
池
千
九
郎
と
福
澤
諭
吉 

（
二
）

道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
育
研
究
室
主
任
研
究
員

江え

島し
ま 

顕け
ん

一い
ち
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